
令和４年７月１９日 

男 女 共 同 参 画 課  

令和４年度 困難女性支援関連事業について 
 

１ つながりサポート型事業 

  令和３年度、国補助である地域女性活躍推進交付金（以下「女活交付金」）に新たに追加され

た枠組みで、行政だけでは手の届きにくい支援に対応するため、NPO 等への委託を条件としてお

り、補助率は 3/4（その他の女活交付金補助率は 1/2）。 

 

（１）出張型相談事業（令和４年度予算額：1,431 千円）   

【昨年度実績：6回開催、延べ 347 人参加（昨年度決算額：3,512 千円）】 

困難を抱えながらも既存の相談窓口に出向くことを躊躇う方が、気軽に訪れ相談できる 

機会を設ける事業。 

  ・昨年度は日曜日の午後に時間を固定し実施したが、今年度は様々な方が参加しやすいよう、 

曜日と時間が異なる３回の開催とする。 

 開催日時 開催場所 内容 

1 8 月 31 日（水）17:00～21:00 エル・パーク仙台 

ギャラリーホール 

相談会＋小物づくり体験等

＋生理用品等の配付 2 10 月 17 日（月）10:30～14:30 

3 12 月 10 日（土）13:00～17:00 

 

（２）レスパイト事業（令和４年度予算額：1,006 千円）       

【昨年度実績：5ケース 9名利用（昨年度決算額：789 千円）】 

困難な状態にある女性を対象として、次のステップに進むために一時的な滞在場所（ホテ 

ル）を提供する事業。 

・昨年度は、ＤＶの被害者等に避難先が決まるまで期間の滞在場所として提供。 

・令和４年度実績：1ケース 1名（7月 13 日現在）。 

 

（３）生理用品の無料配布（令和４年度予算額：5,133 千円）  

               【昨年度実績：10,000 個配布（昨年度決算額：6,095 千円）】 

   生活困窮などの理由から生理用品の利用に制限を受けている方を支援し、また、相談機関

へのつながりをつくる機会とするため、相談機関の情報を同封した生理用品を配布する事業。 

  ＜配布施設等＞ 

   ・エル・パーク仙台、エル・ソーラ仙台 ・各区役所、総合支所 ・各図書館（市施設） 

   ・のびすく各館 ・その他、イベントや民間の支援団体等を通じて配布   

・令和 4年度は 7月 14日（木）より配布開始。 

  ※エル・パーク仙台、エル・ソーラ仙台では 4月 18 日（月）より先行実施済。 

 

（４）【新】学び直しプログラム提供事業（令和４年度予算額：1,890 千円） 

   若い頃に学びの経験や機会が得られず、就業や日常生活に影響を受けている女性に対し、

キャリアカウンセリングと伴走型の学習支援を行うもの。 

・６月から事業開始。受講対象者選定中。 

・学習科目は国語、算数、英語、ＰＣ操作など。 

 

 

資料２ 



（５）【新】企画提案型アウトリーチ相談・支援（令和４年度予算額：3,000 千円） 

 様々な困難を抱えた若年女性を主な対象とし、相談や支援につなげるためのアウトリーチ

支援を行う事業。 

 事業はプロポーザル方式により選定した民間団体等への委託で実施する。 

・今後のスケジュール 

７月～８月 公募開始～企画提案審査・決定 

９月以降  委託契約締結～事業開始 

 

 

２ 女性が抱える困難の実情を把握する事業 

  女性が抱える困難の実情を把握するため、実態調査および支援団体と意見交換を行う会議 

を実施するもの。予算は全額市費。 

 

（１）若年女性の暮らしと困難に関する実態調査事業 

  ① 概要  

    アンケート調査と支援団体等へのヒアリング調査を組み合わせ、女性が抱える困難の実

態を把握するための調査・分析を行う。 

  ② アンケート対象者 

    市内在住の女性で、高校卒業後の 18 歳～39 歳。無作為抽出の 3,000 人程度。 

  ③ アンケート実施時期 

    秋口頃を目途にアンケートを発送予定。 

④ 主なアンケート項目 

 ・現在の暮らしについて（経済的なひっ迫度合 など） 

  ・これまでに経験した困難な体験について（家庭内、学校、職場 など） 

   ・東日本大震災／新型コロナウィルス感染症の影響について（マイナス面の生活の変化 

など） 

   ・必要なサポートや相談の形態など   

※アンケートは完成次第、審議会委員皆様へ参考にお送りさせていただきます。 

    

（２）女性・若者活躍推進会議 

  ① 概要 

    困難を抱える女性や若者の現状、支援の課題などについて、支援の現場で活動している

民間団体と率直な意見交換を行い、取るべき施策の方向性を見出すための会議。 

    初回会議を 6月 10 日に開催し、年度内に後２回開催予定。 

  ② 出席者 

    市長（座長）、市民局長、健康福祉局長、子供未来局長、経済局長、教育長。 

    市の出席者に加え、女性や若者の支援に携わる民間団体。（初回は 4団体。毎回異な 

   る団体に参加を依頼。） 

    ※初回参加団体：ひきこもり Lady の会、宮城野区ＢＢＳ会、NPO 法人アスイク、 

NPO 法人 Switch 


